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英
大
小
業
の
生
産
形
態

第
四
十
八
巻

f' 
四

第

披

八
六

莫
大
小
業
の

生
産
形
態

|
|
機
械
制
大
産
業
時
代
の
問
屋
制
工
業
の
一
研
究
|
|

坊!

白:

英

本
稿
は
大
阪
府
の
輸
出
英
大
小
肌
衣
類
の
生
産
形
態
の
分
析
を
話
し
て
、
乙
の
部
門
に
島
付
る
大
規
模
経
替
の
成
長
と
問
屋
制
工

業
的
諸
闘
係
を
閑
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
す
る
。
日
本
輪
出
英
大
小
工
業
組
合
聯
合
世
田
統
計
に
従
へ
ば
、
昭
和
十
一
年
度
に
た
け
る

美
大
小
製
品
全
国
輪
山
内
高
二
二
、
八
三
七
、
二

O
五
訂
五
八
、
五
七
七
.
四
九
八
回
の
う
ち
、
肌
衣
類
は
一
二
、
七
三
九
、
二
七
三
一
打
(
五
五

%
)
一
一
一
九
、

O
一
四
、
九
九
五
闘
(
六
六
%
)
を
占
む
る
が
、
そ
の
殆
ん
ど
全
部
に
相
賞
す
る
一
一
.
九
四
一
、
一

O
七
打
が
大
阪
府
に
於

て
生
産
さ
れ

τゐ
る
。
従
っ
て
大
阪
府
の
輪
出
英
大
小
肌
衣
類
の
生
産
形
態
を
分
析
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
我
園
輸
出
英
大
小
業
の

概
略
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
然
し
他
の
産
業
部
門
に
於
け
る
と
同
じ
く
莫
大
小
業
に
於
て
も
、
輪
出
向
肌
衣
類
に
の
み
専
門
化
し

て
ゐ
る
も
の
は
比
較
的
少
く
、
多
く
の
も
の
は
輸
出
向
・
内
地
向
肌
衣
類
、
更
に
は
他
の
莫
大
小
製
品
を
も
生
産
し
で
ゐ
る
。
従
。

て
私
は
先
づ
第
一
に
機
械
の
種
類
及
び
組
合
に
よ
り
莫
大
小
肌
衣
類
の
生
産
を
分
離
し
‘
突
に
か
く
て
分
離
さ
れ
た
莫
大
小
肌
衣
類

の
う
ち
、
犬
阪
輸
出
莫
大
小
工
業
組
合
員
中
肌
衣
類
を
取
扱
ふ
も
の
L
支
配
下
に
あ
る
も
の
を
輸
出
莫
大
小
肌
衣
類
と
規
定
す
る
。

そ
の
結
果
内
地
向
英
大
小
肌
衣
類
の
生
産
も
大
阪
輸
出
英
大
小
工
業
組
合
員
の
支
配
下
に
立
つ
限
り
、
輸
出
英
大
小
肌
衣
類
の
生
産

に
含
ま
れ
、
私
の
論
惑
の
針
象
と
友
る
。
従
っ
て
以
下
の
分
析
は
巌
密
に
云
へ
は
大
阪
輸
出
美
大
小
工
業
組
合
員
の
支
配
下
に
あ
る

問屋制工業の概念については拙稿・問屋制工業の資本主義的性特(経済論叢
47巻z腕)及びリーフマンの問屋制度論(同誌46巻2披)参胤
日本輸出莫大小工業組合聯合舎検査部・メリヤス工業，第ー知(昭和十二年)
9-1:2頁
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莫
大
小
肌
衣
類
の
生
産
形
態
の
そ
れ
で
あ
る
。

以
下
に
於
て
私
は
先
づ
第
一
に
か
L

る
意
味
で
の
輪
出
英
大
小
肌
衣
類
の
技
術
的
生
産
工
程
を
、
第
二
に
こ
の
部
門
に
沿
け
る
生

産
形
態
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
規
模
経
営
の
成
長
と
問
屋
制
工
業
的
諸
閥
係
を
、
第
三
に
規
模
別
構
成
に
つ
い
て
、
最
後

に
以
上
の
分
析
に
基
い
て
輸
出
英
犬
小
肌
衣
類
の
生
産
形
態
の
現
段
階
の
持
つ
一
般
的
意
味
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

生

産

工

程一

輸
出
美
大
小
肌
衣
類
の
某
礎
的
生
産
工
程
は
川
編
立
工
程
凶
繭
・
染
工
程
間
起
毛
整
理
工
程
凶
裁
縫
工
程
か
ら
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。

間
繍
立
一
品
目
帽

原
綿
佐
英
大
一
小
生
地
に
編
織
寸
る
工
程
で
、
金
工
程
の
法
礎
を
な
し
て
ゐ
る
。

大
阪
莫
大
小
生
地
工
業
組
合
(
輸
出
向
莫
大
小
肌
衣
生
地
編
ヌ
業
者
の
全
部
と
内
地
向
同
業
者
の
一
部
を
含
む
)

の
調
査
に
従
へ

ば
、
昭
和
十
三
年
一
月
末
日
現
在
の
組
合
員
所
有
機
械
事
一
教
七
、
一
七
九
の
う
ち
、

裏
丸
機
械
が
二
、
二
五
四
、
釣
機
械
が
一
、
六

。
、
丸
ゴ
ム
機
械
が
一
、

O
七
九
、
合
計
で
四
、
九
六
=
一
(
六
七
%
)
を
占
め
て
ゐ
る
が
.
乙
れ
は
我
園
英
大
小
肌
衣
類
が
専
ら
後
進
固
に

需
要
さ
れ
、
従
っ
て
品
質
よ
り
も
安
慣
が
要
求
さ
れ
る
結
果
、
生
産
力
本
位
の
機
械
が
義
本
と
左
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。

華
丸
機
は
か
L
る
要
求
に
基
い
て
生
ま
れ
た
我
図
特
有
の
機
械
で
あ
り
、
我
園
莫
大
小
肌
衣
類
生
産
の
強
味
の
一
つ
は
墓
丸
機
陀
あ

る
と
稽
さ
れ
て
ゐ
る
。

編
立
工
程
の
動
力
化
は
世
界
大
戟
直
前
の
数
年
間
に
完
成
さ
れ
た
。
か
L
る
念
蓮
左
動
力
革
命
は
専
ら
吸
入
瓦
斯
機
関
・
一
斗
斯
機

関
・
石
油
費
動
機
・
蒸
気
機
関
か
ら
電
動
機
へ
動
力
源
が
縛
化
し
た
こ
と
に
基
い
て
ゐ
も
。
動
力
化
は
努
働
を
手
か
ら
解
放
し
、

英
大
小
業
白
生
産
形
惑

三
八
五

第

貌

第
四
十
八
巻

丹、

七

詳細なる重量字については大限莫大小タオル開業組合各年度事業報告を参照r) 



莫
大
小
業
の
生
産
形
態

第
四
十
八
巻

一
八
六

第

量定

^ 
^ 

持
働
者
一
編
立
機
械
の
比
率
を
一
品
労
働
者
四
五
編
立
機
械
の
比
率
に
護
展
せ
し
め
(
裏
丸
機
械
に
於
て
)
、

そ
の
限
り
資
本
の
側
か

ら
見
た
生
産
規
模
の
下
隈
は
大
規
模
化
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
然
し
動
力
化
は
乙
の
揚
合
専
ら
電
力
化
で
る
り
、
編
立
機
械
一
裏
二

C

。
関
乃
至
三

O
O圏
、
古
物
に
於
て
は
二

O
闘
乃
至
三

O
闘
で
あ
る
こ
と
を
思
へ
ば
、
技
術
的
に
は
小
規
模
生
産
も
可
能
で
あ
る
。

し
か
も
従
業
員
の
側
よ
り
見
れ
ば
、
動
力
化
は
必
や
し
も
大
規
模
化
を
意
味
し
た
い
。
例
へ
は
準
備
工
程
(
糸
線
て
程
二
人
編
立
工

程
二
人
緩
り
工
程
一
人
の
生
産
力
が
夫
々
過
不
足
友
金
-
比
竿
を
示
す
と
す
れ
ば
、
と
の
工
程
に
闘
す
る
限
り
従
業
員
四
名
を
以
て
最

もム口
m
t
的
た
粧
瞥
単
位
在
桃
川
区
[
伴
る
か
ら
引
し
あ
芯

3

仏
引
っ
主
制
点
コ
松
じ
規
模
k
r酌
L
中
立
件
、
あ
る

3

;符然常黙: 
|百

f限附1当l 

車動JJ 1 
J犬力噌j! 
ヰ
d台命t示1 

大
規
模
生
産
の
可
能
性
を
も
輿
へ
た
。

②
晒
・
染
工
程

編
立
生
地
を
漂
白
・
染
色
す
る
工
程
で
あ
る
。
複
雑
た
模
様
の
製
品
に
於
て
は
、
先
づ
原
料
相
が
こ
の
工
程
を
逝

過
し
、
編
立
工
程
が
第
一
王
程
に
な
る
。
晒
・
染
工
程
の
技
術
は
比
較
的
大
資
本
を
要
求
す
る
の
み
友
ら
や
J

、

一
技
術
単
位
の
生
産

力
が
極
め
て
大
き
い
か
ら
、
犬
規
模
業
者
(
一
一
名
)
が
こ
の
工
程
を
自
己
の
経
儲
に
と
り
入
れ
得
る
の
み
で
、
小
規
模
業
者
は
と
の
ヱ

程
の
専
業
者
に
委
託
加
工
せ
し
め
る
。
専
業
者
は
二

O
名
あ
る
が
、
そ
の
規
模
は
比
較
的
大
き
〈
、
最
小
経
替
の
資
本
金
一

O
寓
園

以
上
、
従
業
員
一
五
!
一
六
名
、
最
大
経
営
の
資
本
金
は
一

O
O高
園
を
越
へ
、
従
業
員
は
二
一
二
名
で
あ
る
。

@
起
毛
整
理
工
程

冬
物
生
地
の
み
が
こ
の
工
程
を
経
る
。

起
毛
機
械
一
墓
一
、
二

O
O園
起
毛
針
一
憂
分
二
、

0
0
0国
合
計

一、二

O
O圏
の
機
械
設
備
費
用
を
要
す
る
の
み
友
ら
や
、

一
起
毛
機
械
の
生
産
力
は
小
規
模
粧
品
百
の
他
の
工
程
の
そ
れ
を
透
か
に

越
す
か
ら
、
小
規
模
経
俸
は
こ
の
工
程
を
と
り
入
れ
る
と
と
が
出
来
示
、

mF
に
於
て
述
べ
た
大
規
模
粧
品
百
の
み
が
こ
の
工
程
を
粂
ね

て
ゐ
る
。
心
規
模
経
営
は
専
業
者
に
委
託
加
工
せ
し
む
る
。
職
出
部
門
に
於
て
は
晒
・
染
業
者
二

O
名
の
う
ち
一
四
名
が
そ
の
九
剣



ま
で
の
起
毛
整
理
を
捲
営
し
て
ゐ
る
。

情
裁
縫
ヱ
程

以
上
の
三
工
程
を
経
た
生
地
を
肌
衣
に
裁
縫
完
成
す
る
工
程
で
あ
る
。

こ
の
工
程
は
数
十
種
類
の
特
殊
化
さ
れ
た
裁
縫
機
織
に
よ
り
行
は
れ
る
。
か
L

る
特
殊
化
さ
れ
た
多
種
多
様
の
機
械
を
一
経
営
内

に
設
備
す
る
と
と
は
小
経
替
に
は
許
さ
れ
た
い
か
ら
、
「
衿
屋
」
『
本
縫
屋
』
「
特
種
屋
』
『
穴
続
屋
』
『
釦
付
屋
』
の
如
き
専
門
業
者
が
生

じ
、
か
L

る
部
分
工
程
の
統
一
者
と
し
て
『
庖
裁
屋
』
が
生
や
る
。
『
庖
裁
屋
』
は
裁
縫
工
程
の
委
託
加
工
の
注
文
を
受
け
る
と
、
自

己
設
備
で
出
来
る
部
分
だ
け
を
縫
び
、
他
の
部
分
を
、
自
己
設
備
を
全
然
快
く
『
庖
裁
屋
』
は
る
中
裁
縫
工
程
を
、
夫
々
専
門
業
者
に

委
託
加
工
せ
し
め
、

か
く
て
全
裁
縫
工
程
を
完
成
し
て
注
文
主
に
返
す
の
で
あ
る
。
か
L

る
会
裁
縫
工
程
を
完
成
す
る
設
備
を
有
す

る
も
の
は
一
賞
作
業
工
援
の
み
で
あ
る
c

と
の
工
程
の
動
力
化
は
編
立
工
程
の
そ
れ
に
遥
か
に
遅
れ
、
世
界
大
戦
中
に
徐
々
に
行
は
れ
た
が
、
現
在
は
既
に
殆
ん
ど
動
力
化

は
完
成
し
て
ゐ
私
。
然
し
と
の
工
程
の
動
力
化
は
弁
働
を
手
か
ら
完
全
に
解
放
せ
や
、
従
っ
て
一
弊
働
者
一
裁
縫
機
械
の
比
率
を
襲

化
せ
し
め
や
、

必
然
に
大
規
模
生
産
化
に
針
し
制
限
を
附
し
て
ゐ
る
が
、

そ
の
制
限
を
越
へ
て
大
規
模
化
が
進
行
し
う
る
こ
と
は
欧

米
諸
岡
及
び
後
惑
す
る
が
如
き
我
園
の
現
状
が
一
示
す
如
く
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
四
基
礎
工
程
は
最
初
一
経
替
に
統
一
さ
れ
て
ゐ
た
が
、
小
規
模
生
産
怠
る
技
術
的
制
約
と
明
治
十
年
頃
か
ら
の
需
要
増

加
と
は
こ
れ
ら
の
四
工
程
を
漸
失
分
裂
せ
し
め
、
夫
々
の
小
規
模
専
業
者
を
費
生
せ
し
め
J

製
造
問
屋
及
び
有
力
製
造
業
者
が
と
れ

ら
の
小
規
模
専
業
者
の
統
一
的
支
配
者
と
な
っ
た
。
然
る
に
世
界
大
戦
に
件
ふ
需
要
増
加
と
上
一
連
し
た
動
力
革
命
は
二
方
向
か
ら
こ

れ
ら
の
四
工
程
を
統
一
す
る
大
規
模
生
産
の
傾
向
を
生
ぜ
し
め
丸
一
。
第
一
の
方
向
は
編
立
業
者
が
漸
弐
裁
総
工
程
を
併
合
し
、
四
ヱ

英
大
小
業
の
生
産
形
態

第

競

第
四
十
八
巻

三
八
七

八
九

大臨英大小タオル同業組合各年度事業報告参照
大限布:明治大正大陸市史第孟巻(昭和ト年)454頁重量照
常時族出した大規模鰹管については三宅秀堂:日本メリヤス金書第二編年表
(大正十二年〉参照

〕
)
〕

2
3
4
 



英
大
小
業
の
生
産
形
態

第
四
十
八
巻

=
一
凡
八

第

親

九」
O 

程
を
統
一
す
る
大
規
模
経
営
す
ら
生
じ
る
に
到
っ
た
。
第
二
の
方
向
は
咽
・
染
業
者
が
起
毛
整
理
工
程
を
統
一
す
る
方
向
で
、
こ
の

品
現
業
者
が
輸
出
部
門
の
九

O
%を
捨
営
し
、
起
毛
整
理
専
業
者
を
内
地
部
門
に
駆
逐
し
た
こ
と
は
前
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
か
く
て

莫
大
小
業
に
於
て
は
部
分
工
程
の
専
業
化
が
小
規
模
経
営
存
績
の
原
因
を
友
す
の
で
な
〈
て
、
小
規
模
経
営
の
存
績
が
専
業
化
の
原

閃
で
あ
る
。
小
規
模
経
債
と
部
分
工
程
の
事
業
化
ほ
影
の
形
に
添
ふ
が
如
き
現
象
で
あ
る
。

刷・E

M・1・.

m 
官官

~;:: 
l'ii: 

以
上
漣
ぺ
た
如
く
輸
出
莫
大
小
肌
衣
類
の
生
産
工
程
は
編
立
工
程
、
晒
・
染
工
程
、
起
毛
整
理
工
程
、
裁
縫
工
程
か
ら
構
成
さ
れ

て
ゐ
る
が
、
こ
の
四
基
礎
工
程
の
う
ち
ど
れ
だ
け
を
経
営
内
に
統
一
し
て
ゐ
る
か
の
槻
難
か
ら
、
吹
の
略
闘
に
一
不
す
如
き
A
型
・

B

型
・

C
型
の
三
生
産
形
態
に
分
っ
て
考
察
す
る
。
か
L
る
分
類
方
法
に
よ
っ
て
、
先
づ
第
一
に
A
型

-
B
型
工
場
或
は
製
造
問
屋
と

賃
業
者
と
の
関
係
が
明
瞭
た
姿
で
表
さ
れ
、
次
に
輪
出
莫
大
小
肌
衣
類
生
産
に
於
て
は
生
産
工
程
の
統
一
の
方
向
が
同
時
に
大
規
模

化
の
方
向
で
あ
る
か
ら
、

と
の
分
類
方
法
は
規
模
別
分
類
と
ゐ
よ
そ
一
致
す
る
と
い
ふ
利
凝
そ
持
っ
て
ゐ
る
。

mA型
組
織

と
れ
は
全
基
礎
工
程
を
統
一
す
る
犬
規
模
経
営
を
植
軸
と
す
る
生
産
組
織
で
あ
る
。

A
m一
工
場
は
二
工
揚
あ
る
。

A
型
工
場
は
第
一
表
の
示
す
如
く
、

B
裂
工
場
に
比
し
約
二
倍
の
従
業
員
・
生
産
設
備
を
有
す
る
。
か
L
る
犬
な
る
生
産
一
規
桜
を

以
て
は
じ
め
て
、
晒
・
染
工
程
及
び
起
毛
整
理
工
程
を
粧
岱
内
に
と
り
入
れ
得
る
の
で
あ
る
。
か
く
て
こ
の
経
管
に
於
て
は
編
立
、

晒
・
染
、
起
毛
整
理
、
裁
縫
の
各
工
程
聞
に
生
産
設
備
及
び
人
的
構
成
に
過
不
足
・
な
き
ゃ
う
に
、

一
定
の
比
卒
が
保
た
れ

τ
ゐ
る
。

し
か
も
こ
れ
ら
の
大
経
替
の
製
品
は
教
程
に
限
ら
れ
、
注
文
さ
れ
た
種
類
の
製
品
を
生
産
す
る
の
で
友
く
、
自
分
の
ヱ
揚
に
生
産
さ

-W~へば磯崎俊次.英犬小製遣業(世曾政策時報、昭和九年五月) :2 22-:~23買を
見よ

5) 



華麗出莫大小 肌衣類1の生産組織略 l薗

C 

型
B 

型
A 

型

起
・
整
工
程

明
・
染
ヱ
桂

「
l
'
l
i
l
t
-
J
-

地

工

業

組

合

大
限
英
大
小
生

英
大
小
業
白
生
産
形
趨

大縫
阪ヱ

l 一英
ーム業
l24且

裁合tilJJE= 己
第
四
十
八
巻

i¥. 
九 一一今は加工委託を、

=は組合と組合員む範閣を示す。

起宅整理専業者(12名)は大l翠英大IJ、起宅整理工業組合を結成する

が、専ら内地部門に関係するから、と Lでは省略した。

生地工業組合は内地向肌~~i~生地繍立業者をも合んでゐるが、他の

組合は輸出向肌衣類の関係業者のみの組合である。不尽車料苓キ

ノI、工業組合 (A型工場、Ilj阻工場、製造問屋を合む)員は上建国組

合員以外との取引を禁じられてゐる。(昭和九年三月廿六日の取

引制限協定参照〕

亡二三!は車里管とその婚前ずる生産ヱ税を、1) 

2) 

』靖考

第

銃

大」



A型及び B型コ場m自己設備

iJ1.~竺Lヰ宇空整空竺国竺1
0ii.1 700%1 392 ! 5.1出

Ó::~.Ô I 196 

. f17~lTï， 814寸 26.4
日目 LI 120白

川 24.1 2，20じニ
1) 大匝莫大小生地工業組合員の昭和l十三年ー月末日現在

の所有編立機械蓋敷 7， 179に ~'j ずる比率である。

大陸英大小裁縫工業組合員のl昭和十三年五月末日現在

D 所有裁縫機械牽敷7，624に韮:1ずる比率である。

1)本表は大阪府調査の綿莫大小調査票上 P作成した昭

和十三年七月現在の数字である。

英
大
小
業
の
生
産
形
態

第ー表

i工場数l従業員数!編立

総平均数 I 
2 5 

A 型
225 E 

総数| ' l R 型 平均 118.1 

A十BI搬 I17 2，222 

2) 

備考

第
四
十
八
巻

九
O 

第

続

え4

言主

れ
る
製
品
に
針
し
注
文
を
と
る
。
従
っ
て
と
の
粧
品
凸
に
於
て
は
原
則
と
し
て

賃
業
者
を
必
要
と
し
友
い
。
例
へ
ば
村
岸
莫
大
小
株
式
命
日
祉
は
不
規
則
的
に

極
め
て
少
数
の
賃
縫
業
者
を
使
っ
て
ゐ
る
に
す
牢
な
い
。

ω日
型
組
織

こ
れ
は
編
立
制
裁
縫
雨
工
程
を
統
一
す
る
B
型
ヱ
相
粛
を
植

軸
と
し
、

こ
れ
に
外
業
部

(
K
E
J
1ロ
山
口
口
日
空
間

Z
5
0
2
U
」
し
て
貸
業
者
が

附
随
す
る
形
態
で
あ
る
。

B
型
工
揚
は
十
五
工
揚
る
る
。

B
型
工
揚
は
そ
の
生
産
規
模
に
制
約
さ
れ
て
、
晒
・
染
工
程
、
起
毛
整
理

工
程
を
経
管
内
に
と
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
や
、

こ
れ
ら
の
工
程
は
専
業
者

に
委
託
さ
れ
る
。
然
し
と
れ
ら
の
専
業
者
は
上
漣
し
た
如
く
生
産
規
模
比
較

的
犬
き
く
、

B
型
工
揚
陀
隷
属
す
る
も
の
で
左
い
。
編
立
工
程
、
裁
縫
工
程

の
主
要
部
分
は
B
型
工
揚
の
自
己
設
備
に
よ
り
行
は
れ
、
且
つ
そ
の
製
品
も

規
格
化
さ
れ
て
ゐ
る
。
然
し
貸
業
者
と
の
関
係
は
ま
だ
か
た
り
の
重
要
性
を

夫
々
問
。
%
、

持
っ
て
ゐ
る
。
例
へ
ば
丸
松
合
資
舎
祉
に
於
て
は
編
立
工
程
に
於
て
二

O
%
、
裁
縫
工
程
に
於
て
四

O
%
が
、
浅
利
洋
行
に
於
て
は

こ
れ
は
景
気
愛
動
・
季
節
費
動
に
件
ふ
損
失
を
賃
業
者
に
縛
嫁
し
且
つ
自
己
設
備

三
O
%
が
賃
業
者
に
出
さ
れ
る
。

で
生
産
で
き
泣
い
種
類
の
注
文
を
う
け
る
こ
と
に
基
く
が
、

こ
の
組
織
に
於
て
は
既
に
編
立
・
裁
縫
雨
工
程
に
闘
し
賃
業
者
の
使
役

は
量
的
に
見
て
副
次
的
で
あ
る
の
み
友
ら
歩
、

B
型
工
揚
は
賃
業
者
の
使
役
た
く
し
て
存
在
し
う
る
と
云
ふ
意
味
に
於
て
質
的
に
も



副
弐
的
現
象
で
あ
る
。

A
型
工
揚

-
B
型
工
場
は
轍
出
莫
大
小
肌
衣
類
生
産
部
門
の
犬
規
模
経
営
を
代
表
す
る
。

と
れ
ら
の
工
場
経
皆
の
自
己
設
備
は
編

立
機
械
に
於
て
二
四
・
一
%
、
裁
縫
機
械
に
於
て
三
了
五
%
を
占
む
る
。
更
ら
に
こ
れ
ら
の
工
揚
に
従
属
す
る
賃
編
業
者
及
び
賃
縫

業
者
を
考
慮
に
入
れ
、

又
後
通
ず
る
問
屋
制
工
業
の
も
と
に
於
け
る
賃
業
者
の
生
産
力
の
劣
位
を
考
へ
合
す
及
ら
ば
、

と
れ
ら
の
工

掴
輔
の
支
配
に
開
局
す
る
生
産
相
制
は
恐
ら
〈
四
O
%
に
達
す
る
の
で
は
忍
い
か
と
思
は
れ
る
。

③
C
型
組
織

晒
・
染
業
者
、
起
毛
整
理
業
者
、
賃
縫
業
者

と
れ
は
製
造
問
屋
が
原
紙
を
買
入
れ
、

そ
れ
を
順
次
賃
繍
業
者
、

に
委
託
加
工
せ
し
む
る
組
織
で
、
所
謂
問
屋
削
工
業
で
る
る
。
従
ラ
て
製
浩
問
屋
は
賃
終
業
者
K
出
す
前
に
荒
断
を
行
ひ
(
昼
地
の
詐

寂
さ
れ
る
こ
と
を
防
「
た
め
て
包
装
を
在
す
以
外
の
金
工
程
を
自
己
の
底
舗
の
外
で
生
産
せ
し
む
る
。
然
し
こ
の
問
屋
制
工
業
に
は
若

干
の
働
組
が
あ
る
つ
そ
の
一
は
編
立
栄
析
が
仰
の
一
日
刷
工
棋
を
委
託
加
工
惜
し
む
る
刊
朝
合
引
L

あ
あ
が
、
と
の
編
J
L
業
者
(
五
名
)
の
一
酬
明
杭

は
極
め
て
小
さ
い
ゃ
う
で
あ
る
(
従
業
員
九
・
七
名
編
立
機
敷
一

0
・
二
菱
判
。
そ
の
二
は
製
造
問
屋
が
生
地
業
者
(
大
限
英
大
小
編
立
工
業
組
合

加
入
の
編
立
業
者
)
か
ら
生
地
を
買
入
れ
、
他
の
諸
工
程
を
委
託
加
工
せ
し
む
る
形
態
で
あ
る
凶
そ
の
三
は
製
造
問
屋
が
原
総
の
賀
入

か
ら
製
品
の
完
成
ま
で
の
み
一
工
程
を
仲
買
人
に
下
請
せ
し
む
る
形
態
で
、
仲
買
人
は
生
地
を
質
入
れ
て
他
の
工
程
を
委
託
加
工
せ
し

め
、
・
或
は
全
工
程
を
委
託
加
工
せ
し
め
、
完
成
製
品
を
製
造
問
屋
に
貰
る
。
従
っ
て
こ
の
場
合
に
は
仲
買
人
が
寛
質
上
製
造
問
屋
で

あ
り
、
製
法
問
屋
は
賓
質
上
商
人
で
あ
る
。
そ
の
四
は
仲
買
人
が
製
造
問
屋
か
ら
原
料
開
の
供
給
を
受
け
、
そ
の
加
工
エ
程
を
自
己
の

計
算
で
行
ふ
形
態
も
あ
り
得
る
。
然
し
と
れ
ら
の
愛
種
は
最
初
に
述
べ
た
形
態
に
針
し
補
助
的
地
位
に
立
つ
に
す
ぎ
た
い
。
輸
出
一
長

大
小
工
業
組
合
に
加
入
す
る
肌
衣
類
取
扱
製
造
問
屋
は
約
二
三
O
名
あ
る
と
一
云
は
れ
て
ゐ
る
。

英
大
小
業
の
生
産
形
恕

第

競

第
四
十
八
巻

九

穴4

大臨府綿菓大小調査票(昭和十三f時三七月 )J:V作成
大限莫大小生地工業組合白調査した昭和十一・十二年の組合員輪出向綿締消
費量区分衰を参照。但しこの資料は輸出l古!と限定してゐるがこれは課りであ
らう。

2) 



英
大
小
業
の
生
産
形
態

第
四
十
八
巻

大4

費量

披

大A

四

犬
阪
府
の
総
出
莫
大
小
肌
衣
類
生
産
の
約
六
O
%
が
か
L
A

る
製
造
問
屋
の
支
配
の
も
と
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
製

浩
問
尾
の
規
模
邸
ち
取
扱
数
量
は
明
ら
か
で
た
い
が
、
そ
の
多
く
は
規
模
艦
め
て
零
細
左
と
と
が
怨
像
さ
れ
得
る
。
製
造
問
屋
の
う

ち
規
模
大
友
る
も
の
は
A
型
工
揚
・

B
型
工
揚
と
と
も
に

E
大
輸
出
資
本
の
大
量
注
丈
に
原
や
る
が
、
多
数
の
弱
小
製
造
問
屋
ば
弱

小
輸
出
資
本
の
分
散
買
付
の
不
利
訴
に
曝
さ
れ
て
ゐ
る
。

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か

h

り
し
て
、
大
阪
府
の
職
内
英
大
小
肌
次
類
の
生
産
は
.
そ
の
六
O
広
が
問
屋
制
工
訟
の
支
配
下
に
、

R
M
4

ヘl
J

πリ↑

r
t

、

%
が
工
揚
資
本
の
支
配
下
に
あ
る
が
、

工
揚
生
産
は
二
五

l
三
O
w
m
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
は
す
べ
て
か
L
る
工
揚
生
産
の
成
長
を
見
落
し
て
ゐ
る
。
例
へ
は
磯
崎
俊
次
氏
は
大
阪
の
莫
大
小
業
を
研
筑
し

た
後
、
次
の
如
く
蹄
結
し
て
ゐ
ら
れ
る
。

『
要
す
る
に
我
園
英
大
小
業
は
、
そ
の
殆
ん
ど
全
部
が
小
規
模
経
替
を
以
て
・
な
さ
れ
、
中

小
工
業
の
典
型
的
存
在
と
し
て
の
焚
達
を
示
し
て
ゐ
る
も
の
と
見
る
事
が
出
来
る
。
:
:
:
英
大
小
工
業
に
於
て
は
寧
ろ
そ
の
事
業
の

性
質
上
比
較
的
小
規
模
粧
品
百
に
越
す
る
が
散
に
斯
か
る
形
態
を
採
っ
て
殻
建
し
来
っ
た
と
云
ひ
得
る
の
で
る
る

J

か
t
A

る
見
解
は

『
英
大
小
と
腫
物
は
膨
れ
る
ほ
ど
、
壊
へ
易
い
』
と
い
ふ
戦
後
の
不
況
時
代
に
生
じ
た
業
者
の
常
識
を
そ
の
ま
L
踏
襲
し
た
も
の
で
あ

る
が
、
上
述
し
た
と
こ
ろ
か
ら
し
て
と
の
見
解
は
そ
の
ま
L
で
は
支
持
す
る
こ
と
が
で
き
た
い
。

一-一
賃

業

者

の

規

模

前
節
に
沿
い
て
明
か
に
し
た
如
く
、

A
型

-
B
型
工
揚
の
自
己
設
備
に
よ
る
生
産
は
ご
五

l
=
一O%
で
、
そ
の
他
の
編
立
業
者
・

裁
縫
業
者
の
支
配
的
部
分
は
A
型
・

B
型
工
揚
に
従
属
す
る
か
製
法
問
屋
に
従
属
す
る
か
の
匡
別
は
あ
る
が
賃
業
者
で
あ
る
。

ι1、
下

日本輪出英大小工業組合聯合舎の検査結‘果につき調へれ，ば、卵J明ナるであら
う。

磯崎俊次:前掲論文 222頁、 f;Jほ大阪の英大小業に闘しこれと同ーの蹄結を
輿へた文献正して次の如きものがあるe 工務局.織物及英犬小に闘する調査
(大豆十四年)大医市産業部大限の英大小業(昭和穴年)貿易局:内外市場

3) 

4) 



編
立
工
程
・
裁
縫
工
程
の
賃
業
者
の
規
模
を
考
察
す
る
。

大
阪
英
大
小
生
地
工
業
組
合
調
杏
一
に
従
へ
ば
、
昭
和
十
三
年
一
月
末
日
現
在
の
略
h

金
組
合
員
に
相
常
す
る
二
八

巾
繍
立
工
程

九
名
の
規
模
別
構
成
は
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。
大
経
替
と
中
経
替
の
一
部
は
上
漣
し
た
A
型
工
揚

-
B
塑
工
場
で
あ
る
。
貨
編
業

者
の
殆
ん
ど
全
部
は
従
業
員
二

O
人
未
満
の
小
経
替
・
零
細

編立業者白調横511J構成11

在苓買事1 1"1%下顎白
:307! 11! 17.3 

lA141421397 

011 I 31! :25.6 

475 I 16 i 17.4 

叩 07i 100 ': 100.0 

規模の標準は編立工程の従業員数による。従って

他の工程を兼業せる者においては他の工程の従業

員教は除外されてゐる。然 U)!t業者は殆ιr編立

専業者であるから、零細超轡・小純俸の従業員数

は賃業者使用回全従業員と見られる。

従業員数は家族従業員と雇傭従業員D 合計であ

る。

従業員数の%は 11%'、縞立割~ø;:~ は 17.2 :;;;;であ

り、従って零細艇普の生産力1;:.栂めて;えであるが

如〈であるが之は家旋従業関;肢がJ白少評噴きれて
ゐる主宰である。

第二表

直 分 (工場敷|同%

零細組替3) --5人 117 

小経替 6 -20タ 127 

中経 替 21-50タ 29 10 

大経寄 51ータ 6 2 

〆ロ企』 言十 289 100 

英
大
小
業
の
生
産
形
麗

2) 

3) 

註

編立業者の家族・J1i~官官勢働者別構成 1)

JLf竺Zづ士二;
!雇傭|家族ト雇傭

I3j45;7261J 

!寸守::7古

iT;;jJ;::缶詰主主
!1;iii i21:|312 

I:~::一二こ二二

第三菱

直 分 工場数

l家族!雇傭

5人未満 I33 !35120122 
向上平均 J 1.061 0.661 0.6( …l2413256 向上平均 1.331 2.331 1.00 

向上平均 1 

3 
向上平均 l O. 

4 2 153 I 1 
同上平均 。74 38.25 0.26 

糖、 計 I93 I 

第
四
十
八
巻

第

披

九

1) 第二表の註がこ与でもその室」あては主る。
2) 補助工は糸繰ヱ・綴 B工・雑役工・府貝ω合計である。

備考 1) 大陸英大小生地工業組合調1'1による〔昭和十三年一月末
日現在)

ll'E 

九
五

大阪市:明治大豆大殴に於ける本邦輪閏葉大小製品の取511JI!i!憩(昭和六oF)
市克第二巻(昭和十年)
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経
笹
で
あ
る
。
今
こ
れ
ら
の
諸
経
営
に
む
け
る
家
族
従
業
員
と
雇
傭
従
業
員
と
の
割
合
を
一
不
せ
ば
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。
第
三
表

は
僅
か
一

O
O名
足
ら
や
の
経
営
に
沿
け
る
家
族
従
業
員
と
雇
傭
従
業
員
の
関
係
を
一
不
ナ
に
過
ぎ
な
い
が
、

こ
の
不
充
分
な
数
字
を

以
て
し
で
も
零
細
経
替
・
小
経
営
部
ち
賃
編
業
者
の
経
替
が
か
友
り
の
雇
傭
従
業
員
を
使
役
し
て
ゐ
る
こ
と
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。

|裁縫機の
% 

26.4 

54.5 

2.9 

16.2 

100.。
区別の標牟は紹替金峰に使用する家族従業員』雇傭従

業員との合計である。然し零細経替・小耀替に和ける

従業員は貸質的には裁縫工程に使用される従業員で

ある。

以上白ほか休業主瓦らるべきもの38名、機械設備なき

も白 103名(従業員402名)が調査票に表れてみlる。

1) 大阪府調査綿菓大小調査票による。(昭和十台年七

月)

音声ー表に比し大経替の比率が盗品に小さいの同、 A

型工場・ B型工場のうち大阪英大小裁縫工業組合に

加入してゐないものがあるからであるo

裁縫業者白規模別構成1)

直 分 |工場数!同労 l従 業 員 数 | 同 %

零細経替 - 5人 342 51.2 1，13壬 20.4 

小糧管 6-20タ 305 4&.7 2，786 50.3 

中経普 21-50タ 12 1.8 359 6.4 

大経管 51-ータ

l8113  
1，253 22.9 

合 計 6672，1 100.0 5，532 100.0 

第四表

1) 

2) 

2) 

備考

置E

貨
編
業
者
の
経
俸
は
資
本
主
義
的
小
偉
業
で
あ
る
。

明
裁
縫
工
程

と
の
工
程
に
沿
け
る
賃
業
者
に
つ
い
て
も
時
』

同
じ
と
と
が
云
へ
る
。
第
四
表
は
大
阪
英
大
小
裁
縫
ヱ
業
組
合
員

の
殆
ん
ど
全
部
の
規
模
構
成
で
あ
る
。
賃
縫
業
者
が
属
す
る
零
細

経
営
・
小
経
営
の
家
族
・
雇
傭
弊
働
者
別
構
成
に
つ
い
て
は
知
る

こ
と
が
出
来
た
い
が
、
恐
ら
く
賃
編
業
者
と
同
じ
く
資
本
主
義
的

小
品
百
業
の
範
鳴
に
属
す
る
も
の
で
あ
ら
う
。

上
漣
し
た
と
こ
ろ
を
要
約
す
れ
ば
、
編
立
工
程
・
裁
縫
工
程
に

た
け
る
賃
業
者
の
経
営
は
資
本
主
義
的
小
営
業
の
範
鳴
に
属
ナ
る

と
云
ひ
得
る
。回

結

壬ι
百阿

上
述
し
た
如
く
大
阪
府
の
輸
出
莫
大
小
肌
衣
類
の
生
産
形
態
は



二
つ
の
資
本
主
義
的
形
態
の
封
立
と
し
て
奥
へ
ら
れ
る
。
即
ち
そ
の
一
は
機
械
制
大
産
業
と
し
て
の
大
規
模
工
場
形
態
で
る
り
、

A

型
組
織
及
び
B
型
工
場
の
自
己
設
備
が
之
に
属
寸
る
。

A
型
組
織
は
こ
の
形
態
の
頂
期
を
た
し
、
殆
ん
と
全
く

F
L
P
m
E
3
R
E
と

開
係
を
持
た
な
い
。

B
型
組
織
は
A
型
組
織
へ
の
過
渡
形
態
で
あ
る
。
党
づ
第
一
に

4
2
-
m何
回

d
w
a
o
E
は
既
に
副
次
的
地
位
に
立
つ

に
す
V
G
な
い
が
、
ま
だ
か
な
り
の
重
要
怯
を
持
つ
の
み
友
ら
や
、
第
三
陀
現
に
B
型
工
場
(
丸
松
合
資
舎
枇
・
潔
利
洋
行
)
は
咽
・
染

工
程
或
は
起
毛
整
理
工
程
を
経
鋒
内
に
と
り
入
れ
つ
i
h

あ
る
。
そ
の
こ
は
生
産
形
態
と
し
て
は
産
業
革
命
以
前
に
属
ナ
る
問
屋
制
工

業
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
今
日
の
輸
出
英
大
小
肌
衣
類
生
産
に
於
て
は
問
屋
制
小
偉
業
の
段
階
に
遣
し
て
ゐ
る
。
問
屋
制
小
川
営
業
は
二

重
の
意
味
?
資
本
主
義
的
生
差
別
収
鎮
で
あ
る
。
た
づ
第
一
代
製
法
問
屋
と
賃
業
者
と
の
閥
係
が
原
始
的
一
政
資
木
主
義
的
闘
係
で
あ
り

l
l今
日
の
接
説
は
製
法
問
屋
の
資
本
を
原
始
的
産
業
費
本
、
貸
業
者
を
原
始
的
賃
労
働
者
と
見
る
1
1
l、
第
二
陀
賃
業
者
と
賃
業
者

の
終
替
に
問
晴
晴
さ
れ
る
持
働
脊
と
の
聞
係
が
同
時
に
資
本
キ
義
的
問
問
円
で
あ
る
。

か
ど
で
貸
業
者
は
製
治
問
屋
に
別
し
て
沈
降
国
・
持
働

者
で
あ
り
、
自
己
の
雇
傭
す
る
賃
借
宵
働
者
に
針
し
て
は
雇
主
で
あ
る
と
い
ふ
二
重
一
性
格
の
負
捲
者
で
あ
る
。
か
L
る
賃
業
者
の
二
重

性
格
を
そ
の
本
来
の
姿
に
於
て
示
す
と
こ
ろ
に
、
問
屋
制
小
管
業
の
問
屋
制
家
内
工
業
に
針
す
る
特
質
と
匝
別
を
認
め
得
る
。

上
に
示
し
た
知
〈
輪
出
英
大
小
肌
衣
類
の
生
産
に
於
て
も
機
械
制
大
産
業
は
か
た
り
の
程
度
に
殻
展
し
て
ゐ
る
が
、
そ
の
設
展
の

テ
ン
ポ
が
未
だ
『
莫
大
小
と
腫
物
は
大
き
〈
な
る
ほ
左
、
壊
へ
易
い
』
と
い
ふ
業
者
の
見
解
を
破
る
程
惑
か
で
友
い
の
は
何
故
で
あ

る
か
。
そ
れ
よ
り
も
前
に
、
機
械
制
大
産
業
は
問
屋
制
小
管
業
に
針
し
い
か
な
る
優
越
を
持
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
か
。

周
知
の
如
〈
問
屋
制
工
業
陀
於
け
る
生
産
部
聞
を
捲
賞
す
る
も
の
は
小
管
業
で
あ
る
か
ら
、
機
械
制
犬
産
業
と
問
屋
制
工
業
の
劉

立
と
し
て
興
へ
ら
れ
る
輸
出
英
犬
小
肌
衣
類
の
現
在
の
生
産
形
態
は
、
そ
の
根
本
に
於
て
は
機
械
制
大
産
業
と
小
替
業
と
の
針
立
で

あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
と
と
ら
が
機
械
制
大
産
業
と
小
管
業
と
は
、
既
に
漣
べ
た
如
く
機
械
化
の
程
度
及
び
技
術
に
於
て
著
し
い
優

英
大
小
業
の
生
産
形
麗
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宮再

畠量

九
七

拙稿:問屋制工業白資本主義的性格(経済論議47巻第x競)参照
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劣
を
認
め
得
友
い
と
す
れ
ば
、
雨
者
の
優
劣
は
寧
ろ
そ
の
組
織
の
う
ち
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
機
械
制
大
産
業
は
次
の
如
き
黙
に

於
て
問
屋
制
工
業
に
優
っ
て
ゐ
る
。
山
大
絞
管
は
数
種
の
規
格
の
統
一
さ
れ
製
口
聞
に
生
産
を
専
門
化
し
、
そ
の
製
品
に
劃
し
・
託
文
を

と
る
が
、
問
屋
制
工
業
の
も
と
に
於
け
る
小
生
産
者
は
製
法
問
屋
の
注
文
に
感
じ
そ
の
製
品
を
屡
々
療
夏
せ
ね
ば
反
ら
た
い
。
従
う

て
大
経
替
に
於
て
は
臓
工
の
熟
練
は
著
し
く
進
ん
で
ゐ
る
が
、
小
経
営
で
は
遥
か
に
劣
つ
で
ゐ
る
。
仰
上
漣
し
た
如
く
大
経
営
は
最

も
閑
散
在
時
期
を
標
準
と
し
て
設
備
を
と
L

の
へ
、
そ
れ
を
超
過
す
る
注
文
は
賃
業
者
の
委
託
加
工
に
附
さ
れ
る
。
従
っ
て
大
経
営

の
設
備
は
年
中
7
1
y
k
狙
っ
て
ゐ
る
が
、
貸
業
者
の
設
備
は
ア
ル
に
利
問
芯
れ
科
な
い
じ

ω一
大
記
皆
同
少
く
と
も
紙
L
4
0
裁
紘
一
の
一
一

工
程
、
更
に
は
金
工
程
を
統
一
し
て
ゐ
る
か
ら
、
生
産
工
程
聞
及
び
各
生
産
工
程
内
部
の
諸
作
業
の
聞
に
一
一
極
の
流
れ
作
業
を
利
用

し
得
る
が
、
問
屋
制
工
業
の
も
と
に
於
て
は
各
生
産
工
程
、
裁
縫
工
程
の
如
き
は
吏
ら
に
そ
の
部
分
工
程
が
夫
々
専
門
の
賃
業
者
に

よ
り
播
任
さ
れ
て
ゐ
る
か
ら
、
問
屋
制
工
業
の
も
と
に
於
て
は
大
経
営
に
比
し
運
送
費
が
嵩
む
の
で
あ
る
。

機
械
制
大
産
業
は
問
屋
制
工
業
に
封
す
る
以
上
の
如
き
優
越
性
に
基
い
て
殻
展
し
た
の
で
あ
る
が
、
技
術
の
中
立
性
は
か
自
主
る
優

越
性
に
一
定
の
限
界
を
輿
へ
る
。
従
っ
て
製
造
問
屋
は
賃
業
者
の
加
工
賃
に
座
迫
を
加
へ
る
こ
と
に
よ
っ
て
倫
ほ
卒
均
利
潤
を
獲
得

ず
る
徐
地
が
抽
出
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
れ
が
輸
出
莫
大
小
肌
衣
類
に
於
け
る
機
械
制
大
産
業
と
問
屋
制
工
業
と
の
劉
立
が
持
つ
現
段
階
的

意
味
で
あ
る
。

従
っ
て
現
在
に
於
て
問
屋
制
工
業
を
維
持
し
て
ゐ
る
根
擦
は
賃
業
者
の
低
加
工
賃
に
あ
る
と
云
へ
る
の
で
あ
る
が
、

か
L
る
低
加

工
貨
を
可
能
に
し
、
保
詑
し
て
ゐ
る
機
織
は
何
T
あ
る
か
、
と
の
機
構
乙
そ
我
同
産
業
に
於
付
る
中
小
工
業
の
『
優
位
』
を
根
木
的

に
保
設
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
と
れ
に
つ
い
て
は
後
の
機
舎
に
甥
れ
る
こ
と
に
す
る
。

本
稿
を
草
す
る
に
常
っ
て
既
に
言
及
し
た
諸
々
の
関
係
業
者
及
び
組
合
殊
に
大
阪
輪
出
英
大
小
工
業
組
合
聯
合
合
調
査
部
の
多
岡
康
員
氏
の
一
方

な
ら
ね
援
助
を
辱
う
し
た
。
こ
ふ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
た
い
。


